


（第 ９７ 号） 広 報 さ い 昭和４８年２月，１日

４６年度の村の台所から

建設事業が約５０％

昨
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま

で
の
五
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
定

例
議
会
で
、
四
六
年
度
の
決
算
を
は
じ

め
、
四
七
年
度
補
正
予
算
や
条
例
な
ど

が
認
定
、
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件
は
次

の
と
お
り
で
し
た
。

一

専
決
処
分
（
四
七
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
）

二

四
六
年
度
一
般
会
計
決
算

三

四
六
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
決

算

四

四
六
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

゛
計
決
算

五

職
員
給
与
条
例
の
改
正

六

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

七

四
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

八

四
七
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算

九

四
七
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算

十

老
人
医
療
費
支
給
条
例

「
決

算

の

あ

ら

ま

し

」
ゾ

各
会
計
全
般
を
み
ま
す
と
、
自
主
舛

源
が
少
な
く
依
存
隆
源
が
多
い
こ
と
で

゜

／
儿
Å

す

友回
广

一
般
会
計
で
は
、一
、一
九
三
万
円
の

赤
字
、
簡
易
水
道
特
別
会
計
は
一
四
九

万
円
の
赤
字
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
五
四
八
万
円
の
嘩

で
、
三
つ
の

会
計
を
合
計
し
て
み
烝
ご
ヽ
四
六
年
度

の
村
の
台
所
は
、
七
九
洙
万
円
の
赤
字

と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す

。
こ
の
赤
字
ｙ

の
原
因
の
主
な
も

の
は
ヽ

役
場
庁
舎
や
’

振
興
セ
ン

タ
ー
、
漁

港
な
ど
一
般
賊
源

の
多
く
伴
う

建
設
事
業

が
例
年

よ
り
多

か

っ
た
こ
と
で
す

、
こ

の
ほ
か
に
、
簡

易

水
道
特
別
会

計
へ

の
繰
出

金
一
千
万

円

や
、
各
町

村
で
組
織
し
て

い
る
一
部

事
務
組
合
（
医

療
セ
ン

タ
ー
、
環
境
整

備
組
合

、
精
薄
児
施
設
組
合

等

）
へ
の

負
担
金
一
。五
〇
〇
万
円

な

ど
が
あ
り
ま

す
。以
上

の
こ
と
か
ら
、
四

六
年
度
の
わ

．
が
村
は
「
建
設
の
年
」

だ
っ

た
と
も
言

え
ま
す
。

次
に
各
会

計
の
内
容
を
説

明
し
ま
す

一
、

二

般
会

計

（
歳
入

）

・

こ
の
会

計
の
歳
入
の
状
況
は
一
表
を

ご
覧
に
な
っ
て
下

だ
さ

い
。
歳
入
総
額

は
四
五

年
度
よ
り
三

七
％
（
八
、
六
〇
〇

万
円
）
伸
び
て

い
ま
す

。
そ

の
主
な
も

の
は
、
県
支
出
金

力
九
八
％

、
村

饋
の

九
七
％

、
地
方
公
付
税

の
二
八
％

、
村

税
の
二
〇
％

、
国

廈
支
出
金

の

こ
（
％

～

が
そ
れ

ぞ
れ
伸
び
た
も
の
で
す
。

単

こ

い

歳
入
の
ほ
と
ん

ど
は
依
存
賊
源
で
、

自
主
鋤
源

の
村
税
は
歳
入
全
体
の
枩
一

％

で
す
が
、
こ
の
う
ち

慚
ざ
ん
が
直
接

納
め
る
村
民
税
と
国

定
資
産
税
は
子

七

％

の
Ｉ
。
一
九

八
万
円

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

村
税
、
分
担
金

負
担

金
、
使
用
料
及

び
手
数
料
、
財
産
収
入

、
繰
入
金

、
諳

収
入
の
合

計
で
全
体
の
一

丁

三
％

で

ナ

。

昭和４６年度佐井村一般会計決算状況



地
方
公
付

椏
は
、
国
税
三

椏
と

い
わ

れ

る
所
得
税
と
法
人
税
と
酒
税
の
中
か

ら
い
ろ

い
ろ
な
計
算

に
よ
っ
て
市
町
村

に
交
付

さ
れ

る
も
の
で
す
。
四
五
年
度

よ
り
も
气
九
〇
〇

万
円
殃

び
て

い
ま
す

国

庫
支
出
金
や
県
支
出
金
も
歳
入
で

は
多

い
方
で
す
が
、
こ
れ
は
、
漁

港
や

学

校
、

教
員
住
宅
な

ど
の
建
設
事
業
の

補
助
金
や
、
小
・
中
学
校
の
運
営
費
、

国

や
県
の
選
挙
、
各
種
統
計
な

ど
の
経

費
と
し
て
交

付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

村
饋
は
、
国
・
凹

隹
助
金
の
交
付

さ
れ
る
建
設
事
業
や
、
村
の
経
費
だ
け

で
実
施
す
る
建
設
事
業
の
ほ
か
、
災
害

復
旧
事
業
や
造
林
事
業
な
ど
の
経
費
に

あ
て
る
た
め
、
国
・
県
の
ほ
か
、
そ
の

他
の
金
融
機
関
か
ら
長
期
間
借
入
れ
し

た
も
の
で
す
。

（
歳
出
）

目
的
別
歳
出

二
の
内
容
は
二
表
を
ご
覧
に
今
っ
て

く
だ
さ
い
。

全
体
の
二
〇
％

以
上
を

し
め
る
も
の
は

総
務
費
と
農
林
水
産
業

費
で
す
が
総
務

費
は
庁
舎
建
設
に
三

、
七

〇
〇
万

円
を

投
じ
た
た
め
、
四
五

年
度
よ
り
八
六
％

も
の
び
て

い
ま
す
が
農
林
水
産
業

費
は

例
年

ど
お
り
の
率
で
す
。

議
会

費
は
み

な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お

り

議
員

報
酬
や
議
会

関
係
の

経
費
と

議

会
職

員
の
人
件
費
で
す
。

総
務
費
は
三

役
、
総
務
課
職
‥貝
、
徴

税

関
係

、
戸
籍
、
選
挙
、
統
計
な

ど
の

人

件
費
い

の
他

の
経
費
で
す
。

民
生

贄
は

、
国

民
年

金
、
児
童
手
当

防
犯
、

保
育
所

、
災
害
救
助
関
係
の
経

費
で
す

。

衛
生

費
は

各
種

予
防
接
種
、
火
葬
場

下

北
医
療
セ

ン
タ
ー
の
負
担
金
、
簡
易

水

道
特
別
会

計
へ

の
繰
出

金
、
母
子
衛

生
、
ご
み
処
理
な

ど
の
経
費
で
す
。

労
働

費
は
出

か
せ
ぎ
対
策
経
費
で
す

農
林
水
産
霙

贄
は
、
農
業

贄
と
林
業

贄
、
水
産
業

贄
に
区

分
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
農
業
委

員
会

、
畜
産
、
地
籍
、
振

興
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
造
林
、
漁
港
の

建
設
、
農

協
・
滂

協
へ

の
補
助
金

な
ど

の

経
費
で
す

。

商
工

費
は

商
工

会

運
営
補
助
、
国

定

公
園
な

ど
観
光
地

の
整
備
で
す
。

土
木
贄
は

道
路
や

橋
の
建
設
と
推
持

補

修
の

経
費
で
す

。

教
育
費
は

教
育

委
員
会

、
小
・
中
学

校
の
ほ
か
、
社
会

教
育

、
保
健
体
育
関

（第３表）（２回生質別歳出内訳

補 助 費 等 の 調 べ



係
経
費
で
す
。

災
害
復
旧
事
業
費
は
。、

道
路
、
橋
、

河

川
、
学
校
、
漁

港
な

ど
の

施
設

が
災

害
を

受
け
た
場
合

、
こ
れ
を
復
旧
す

る

た

め
の
経
費
で
す
。
四

六
年
度
は
河
川

の
災

害
復
旧
事
業

で
す
。

公

債
費
は
、
国

・
県
や
そ
の
他
金
融

機

関
か
ら
借
入
し

た
お
金
の
元
金

と
利

子
分
で

す
。

前
年

度
繰
上

充
用
金
は
、
前
年

度
の

決
算

が
赤
字

の
場
合

、
必
ず
出
て
く

る

も

の
で
す

。
四
五
年

度
の
決
算
で
は
、

三

一
七
万
六
千
円

の
赤
字
だ
ん

だ
た
め
。

翌
年
の
四
六
年

度
分
の
お
金
を
先

に
使

っ
て
し
ま
っ
た
と

い
う

こ
と

に
な
り
ま

す
。
で
デ

か

ら
四
六
年

度
の
決
算
で
は

過
年
の
四
五
年
へ
支
出
し
た
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
四
六
年
度
分
の
赤
字
額
の

一
、
一
九
三
万
円
は
四
六
年
度
の
経
費

に
あ
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
先
食
い
し

か
こ
と
で
す
。

性
質
別
歳
出
内
訳
（
三
表
）

こ
の
表
を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
村
の
金

が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
使
わ
れ
た
か
お

わ
か
り
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
件
費
は
、
三
役
及
び
一
般
職
員
の

給
料
や
手
当
の
ほ
か
、
議
会
議
員
の
報

酬
と
手
当
、
各
種
委
員
会
委
員
の
報
酬

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

物
件
費
は
、
賃
金
や
議
員
、
委
員
の

費
用
弁
償
と
職
員
の
出
張
旅
費
、
交
際

費
、
食
糧
費
、
消
耗
品
費
、
燃
料
費
、

備
品
費
な

ど
他
の
課
目

に
含
ま

れ
な

い

も
の
で
す
。

椎
持
補
修
費
は
道
路
の
補

修
、
建
物

の
修
理
な

ど
で
す
。

扶
助
費
は
、

保
育
所
の
児
童

の
保
育

経
費
や
小
中
学

校
児
童

・
生
徒

の
修
学

旅
行
援
助
費
、
就
学
援
助

費
、

給
食
援

助
費
の

ぼ
か
、
老
人
健
康
診
査

、
児

童

手
当
、
母
子
栄
養
食
品
で
す

。

補
助
費
は
六

裹
を
参

考
に
し

て
く
だ

ｙ

さ

い
。

卩
‘

普
通
建
設
事
業
費
は
五
表
を

参
考
に

冫７
し
て
く
だ

さ
い
。

１１

貸
付
金
は
産
業
資
金
の

貸
付

け
や
、

嗔
奨
学
資
金

の
貸
付
金

で
す
。
」

繰
出

金
は
簡
易

水
道
特
別
会
計
へ
の

繰
出

金
で
す
。

第
四

表
は
、
二
の
性
質
別

経
費
を

経

常
的
に
使
わ
れ

る
も
の

と
、

臨
時

的
に

使
わ
れ

る
も
の

に
区
分
し
た

も
の
で
す

臨
時

的
な
も
の

の
経
費
は
、
普
通
建

設
事
業
、
災
害
復

旧
事
業

、
積
立
金
、

出
資
金
、
貸
付
金

、
繰
出
金

、
前
年
度

繰
上
充
用
金
、
選

挙
の
経
費
、
公
債
費

の
う
ち
災
害

復
旧
事
業

費
分
、
地
籍

調

査
、
各
種
統

計
な

ど
、
例
年
お
こ
な
わ

れ
な

い
も

の
に
対

す
る
経
費
を
言
却

す

。そ
の

ぽ
か
の
分
は

経
常
的
経
費
で
す

経
常
収
支
比
率
と
は
、
地
方

税
、
地

方
譲
与

税
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金

、

地

方
交

付
税
な
ど
の
経
常
収
入

に
対

す

る
割
合

で
す
。

地
方

債
に

関
す
る
調
べ

村

の
借
金
の
内
容
は
、
七

表
、
八

表

九

表
を

参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。
四
ら（

七

度
末
の
現

在
高
は

万

円

で
す
が
、
七
表
の
内

訳
を
見
ま
す
と

一

般
財
源

で
ま
か
な
い
き
れ
な

い
事
業

の
経
費
に
あ
て
る
た
め
、
大
蔵
省
、
郵

政

省
、
公
営

企
業
金
融
公
庫

、
共
済
組

合

、
青
森
県
か
ら
借
入

れ
し
た
も
の
で

す

。こ

の
借
金

の
う

ち
、

辺
地
対
策
事
業

債
の
元

利
償
還
金

の
八
〇
％

、
災
害
復

旧
事
業

債
九
五
％

、
特
定
饋
（

長
後
小

中

学
校
）
二

五
％

、
特
別
事
業

債
（

牛

淹

漁

港
負
担
金

）

こ

丁

一
％

は
、
国

か
ら
、
地
方
交
付

税
と
し

て
交
付
さ
れ

ま
す

。

こ

の
ぺ

債
の
現

在
高
は
、
全
国
類

４６年度の建設事業に関する調べ

地 方 債
‰
こ 関 す る 調 べ



似
町
村
の
平
均
を
大
巾
に
下
ま
わ
っ
て

い
る
ぼ
か
、
元
利
償
還
金
の
公
債
費
比

率
も
三
％
で
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。

各
事
業
の
村
債
の
償
還
年
次
は
九
表

を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一

国
保
特
別
会
計

こ
の
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険
税
と

国
庫
支
出
金
の
二
本
の
柱
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
歳
入
の
内
訳

は
十
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

歳
出
で
は
、
ほ
と
ん
ど
保
険
給
付
費

が
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
み
な
さ

ん
が
病
院
に
か
か
っ
た
場
合
の
七
割
分

と
、
乳
児
、
妊
産
婦
の
十
割
分
で
す
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
倍
額
が
医

療
機
関
に
出
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

総
務
費
と
保
険
施
設
費
は
、
人
件
費
と

事
務
経
費
で
、
諸
支
出
金
の
一
七
七
万
二

七
千
円
は
国
庫
補
助
金
の
掣
還
金
で
犬

収

支
差
し
引
き
で
、
五
四
八
万
四
千

円
の
黒
字
で
、
半
額
が
財
政
調
整
基
金

に
積
立
て
、
残
り
は
翌
年
度
へ
の
繰
越

金
と
な
り
ま
す
。

三

簡
易
水
道
特
別
会
計

歳
入
の
水
道
料
が
二
七
六
万
六
千
円

（
二
〇
・
二
％
）
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
一
、〇
一
一
万
六
千
円
（
七
三
・

八
％
）
、
諸
収
入
が
八
二
万
四
千
円

（
六
％
）
の
歳
入
合
計
で
Ｉ
、
三
七
〇

万
七
千
円
。
水
道
料
の
月
額
一
世
帯
あ

た
り
の
平
均
は
「
二
〇
七
円
」
と
な
り

ま
す
。
一
方
の
歳
出
は
、
古
佐
井
川
水

源
の
汚
濁
に
よ
る
経
費
の
四
〇
〇
万
円

が
多
き
く
、
残
り
は
事
務
的
経
費
と
維

持
補
修
、
受
託
事
業
、
公
債
費
で
水
道

料
の
ほ
ど
ん
ど
が
、
借
金
の
元
利
債
還

金
に
あ
て
ら
れ
、
そ
の
他
の
経
費
は
一

般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
ま
か
な
わ
れ

ま
し
た
。

２ 借入先別および利率別現在高の状況

３ 年次別償還元金

二亠亠／
国 侫 緕 別 会 骭 決 篁 跂 涅



野
平
地
区

冬
期
巡
回
診
療
行
な
わ
れ
る

一
月
十
一
日
、
午
後
一
時
か
ら
、
む

っ
保
健
所
、
川
内
町
、
佐
井
村
の
野
平

地
区
冬
期
巡
回
診
療
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
毎
年
、
無
料
で
行
な
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

役
場
を
出
発
す
る
時
は
、
春
み
た
い

な
気
候
で
し
た
が
、
野
平
に
着
く
と
三

十
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
雪
が

積
り
あ
た
り
一
面
が
銀
世
界
で
し
た
。

診
療
を
開
始
し
て
か
ら
三
十
分
ぐ
ら
い

た
つ
と
、
婦
人
ホ
ー
ム
い
っ
ぱ
い
に
患

者
が
集
ま
り
、
医
師
、
保
健
婦
、
受
付

す
る
人
も
大
い
そ
が
し
で
し
た
。
午
後

三
時
三
十
分
ご
ろ
ま
で
受
付
を
し
た
人

は
三
十
二
名
で
、
そ
の
内
訳
は
、
か
ぜ

が
多
く
十
二
名
、
高
血
圧
、
五
名
、
神

経
痛
そ
の
他
が
七
名
、
異
常
な
し
と
言

わ
れ
た
人
が
八
名
で
し
た
。
尚
、
二
月

に
も
冬
期
巡
回
診
療
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

消

防

団

出

初

式
行

な

わ

れ

る

一
月
五

日
、
佐
井

村
消
防
団
出
初
式

が
古
佐
井
大
町

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

廿

長
、
議
長
、
消
防

団
長
、
議
員
の
機

械
器
與
点
検
の

あ
と
、
吝
分
団
、
署
員

の
分
列
行
進

が
行
な

わ
れ

ま
し

た
。
表

彰
で
は
、
古
佐
井
二

又

に
捨

て
た
ゴ
ミ

が
燃

え
あ
が
り
消
火

に
協
力
し

た
竹
本

建
設
、
二

才
に
な
る
幼
児
が
長
後
川

に

お
ち
、
お
ぼ
れ
死
ぬ
所
を
救
助
し
た
大

坂
浅
次
郎
さ
ん
に
そ
れ

ぞ
れ
感
謝
状

が

贈
ら
れ
、
原
田
士

字
校
児

童
会

に
は
、

春
、
秋
を

と
わ
ず
火
災
予
防
運
動
期
間

中

に
防
火

パ
レ
ー
ド
を
行
な

い
、
住
民

に
対
し

て
火
災

予
防
の
普
及
に
努
め
た

の
に
対
し

て
感

謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
ｒ

団
員

に
は

、
功
労
章

、
有
功
章
、
功
績

章
、

精
勤
章

が
贈
ら
れ
、
消
防
団
長
の

訓
示

、
村

長
の

告
示

、
来
賓
の
祝
辞
で

午
前
十
一
時

閉
会
し

ま
し

た
。
表
彰
者

は

次
の

と
お
り
で
す

。

一
、
佐
井
村
長
表
彰

感
謝
状竹
本

建
設

二
、
大
間
支
部
長
表
彰

現
場
功
労
章
（
水
害
に
よ
亘

班
長
、
福
田
岩
五
郎
、
団
員
、
若
山

茂
喬
、
小
沢
至
、
菊
池
春
美
、
円
子

秋
雄現
場
功
労
童
（
海
難
に
よ
る
）

団
員
、
館
脇
博
二
、
田
中
恵
一
、
館

脇
和
茱
ノヽ

ノ
＼

有
功
章

分
団
長
、
若
山
友
衛
、
副
分
団
長
、

川
岸
棯
武
、
部
長
、
若
山
菊
推
、
奥

本
市
三
郎

功
績
章

班
長
、
松
谷
勇
助
、
内
田
慎
一
、
金
冫

沢
清
土
、
団
員
島
野
芳
丈
づ
宮
坏

－

義
栄
、
若
山
茂
喬
、
奥
本
三
次
、
竹

内
栄
吉
、
奥
本
進
、
辻
政
利
、
横
浜

耕
一
、
池
田
洋
、
加
藤
秀
夫
、
加
藤

唯
一
、
館
脇
敏
雄
、
館
脇
周
一
、
館

脇
克
孝
、
宮
沢
敏
男
、
福
田
清
次
郎

東
出

幸
夫
、
磯
川
徳
藏
、
東
出
元
、

班
長
、
新
田
好
右
衛
門

精

勤
章

団

員
、
中

村
清
次
郎

感

謝
状

消
防
主
任
、
宮
川
忠
（
支
部
功
言

三
．
大

間
警
察
署
長
表
彰

感

謝
状

大
坂
浅
次
郎
（
人
命
救
助
）

四
、
佐
井
村

消
防
団
長
表
彰

精

勤
童

団
員
、
大

畑
清
栄
、
中

村
民
雄

感

謝
状

原
田

士

字
校
児

童
会

下

北

防

災

の

日

こ
と
し
か
ら
毎
月
一
日

と
十
五

日
を

「
下

北
防
災
の
日
」

と
定
め
て
郡
内

の

消

防
機
関
が
一
斉
に
村
民
の
皆

さ
ん
と

と
も
に
、
せ
め
て
一
日
だ
け
で
も
災
害

の
ま
っ
た
く

無
い
、
明
る

い
日
を
過
ご

す
こ

と
を

念
願
し

、
こ
の
運
動
を
進
め

て
行

き
た

い
と
思

い
ま
す
。

ど
う

か
皆

さ
ん

、
こ
の
防
災

運
動
に
ご
協
力
を

い

た
だ

き
健

康
な
村

づ
く
り
を

い
た
し
ま

ご
家

庭
に
あ
る
暖
房
器
具
、
炊
事
器

具

等
の
状
態

は
よ

ろ
し

い
で
す
か
。
冬

期
間
は
こ
れ
ら
の
器
具
の
取
扱
不
注
意

、
に
よ
る
火
災
が
、
最
も
多
く
発
生
し
て

゛
い
ま
す
。

ノ

‘
廁

れ
た
火
に
ヽ

あ
ら
だ

な
注

意
」

外
出
す

る
時
、

夜
や
す
む
時
、
も
う

一
度
火
の
点
検
を

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ど
う
か
、
み
な
さ
ん
、
私
達
の
地
域
か

こ
り
火
災

事
故
、
交

通
事

故
等
か
二

掃
し

」。
明
る
い
生
活
を

築
い
て
い
き
ま
し

ょ
う
ｇ

ぺ

安

全

で

明

る

い

｀

『

で

か

せ

ぎ

』

の

た

め

に

い

昭
和
四
十
七
年

に
市

町
村

か
ら
報
告

’
の
あ
っ
た
本

県
の
で
か
せ
ぎ
者
数
は
、

七
万
五
千
三
百
二
十
人

で
そ

の
う

ち
佐

井

村
は
、
約
四
百

人
で

す
。
そ
の
就
労

状
況
は
、
公
共
職
業

安
定
所
を

経
由
し

た
者
は
三
万
二
千
六
百
二
十
九
人

（
四

三

、
三
％

）
で
、
他
は
縁
故
や
知
人
と

か
、
直
接

募
集
や
事
業

所
直
行
に
よ
る

就

労
で
す
。
ま
た
人
身
事
故
の
な
か
で

業
務
上
の
死
亡
者

が
二

十
四

人
で
て

い

ま
す
。
二
れ
を
就
労
経
由
別
に
兒
ま
す

と
、
職
業
安
定
所
経
由
五
人
、
そ
の
他

が
十
九
人
で
職
業
安
定
所
経
由
し

た
方

が
安
全
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
て

い
ま

す
。
賃
金
が
不
払

い
だ
と
か
就
労
契
約

の
内
容
が
違
う
と
か

い
う
ト
ラ
ブ
ル
の

起
る
の
は
、
職
業
安
定
所
を
経
由
し
な

い
就
労
者
に
も
っ
と
も
多
く
兒
ら
れ
ま

す
。
で
か
せ

ぎ
者
の
数
は
今
後
も

増
加

す

る
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
で
か
せ

ぎ
に
ま
つ
わ

る
い
ろ

い
ろ
な
問
題
の
多

発
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
県
は
こ
れ
ら
の

問
題
を
未
然
に
防

ぎ
、
で
か
せ

ぎ
者
の

安
全
就
労
と
留
守
家
族
の
不
安
を
除
く

た
め
に
、
市
町
村
、
公
共
職
業
安
定
所

そ
の
鰮
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
で
か

せ

ぎ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
対
す
る
積
極

的
な
施
策
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
昭
和
四

十
七
年
度
第

二

回
「
安
全
で
明
る
い
で
か
せ

ぎ
月
間
」

を
定
め
て
、
で
か
せ
ぎ
者
や
留
守
家
族

の
援
護
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
、
期
間

昭
和
四

十
八
年
二

月
十
六

日
か
ら
三

月
十
五
囗
ま
で

二

、
主
催

青
森
県
、
公
共

職
業
安
定

所
、
市
町

村

三

、
目

標
達
成
の
具
体
的
事
項

Ｏ

就
労
経
由

の
正

常
心
を
は
か
る
（
公

共
職
業

安
定
所

紹
介
に
よ
る
就
労
）

Ｏ

市
町
村
出

稼
相

談
所

の
活
用
（

求
人

求
職
の
取

次
气

で
か
せ
ぎ
台
帳
登
録

で
か
せ

ぎ
労
働
者

手
帳
の
交

付
や
活
用
）



Ｏ

で
か
せ
ぎ
労
働
者
意
識
の
高
揚
（
人

身
事
故
、
賃
金
不
払

い
の
防
止
、

労
働

者
の
心
構
え

）

○
健
康
診
断
の
実
施
（
受
診
励
行

）

○
で
か
せ
ぎ
者
傷
害
共
済
へ
の
加
入
促

進○

で
か
せ
ぎ
者
団
体
の
育
成
強
化

○

留
守
家
族
の
援
護
指
導
（
交
通
電
話

な
ど
に
よ
る
連
絡
の
励
行
、
留
守

家
族

座
談
会

の
開
催
、
児
童
生
徒

の
激
励

）

○

就
労
前
に
お
け

る
で
か
せ

ぎ
者

の
激

励
指
導
（
安
全
就
労
推
進
集
会

祈
願
祭

へ
の
積
極
参
迎

○
技
能
講
習
会
の

開
催

（
各
種
講

習
会

へ
の
参
加

促
進

）

○
で
か
せ

ぎ
労
働
者
の

把
握

四
、
広
報

○
県

＝・
広
報

資
料
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
配
布

○
市
町
村
・・・
公
共
職
業

安
定
所

と
連
携

し
各
種
行
事
の

開
催

と
参
加
促
進
の
Ｐ

Ｒ五
、
関
係
機

関
、
団

体
、
報
道
機
関
の

協
力
を
得

る
。

”派
出
所
だ
よ
Ｈｙ

表
彰
さ
れ
る

昭
和
四
十
五
年
五
月

か
ら
、
み

な
さ

ん
の

手
元

に
配
付

さ
れ
て
き
ま
し

た
。

”
派
出

所
だ
よ
り
”
が
、
昭
和
四

十
七

年
全
国

派
出
所
、
駐

在
所
広

報
紙
コ

ン

ク
ー
ル
で
警
察
庁
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
派
出
所
だ
よ
り
は
、
防
犯
匸

父
通

善
行
（
お
と
し
も
を
届
げ
た
よ

い
子
の

紹
介

）
な

ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
る
も

の
で
、

毎
月

、
千
百

部
発
行
さ
れ
て

い

ま
す
。

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

と

は

長
後
中
三
年

滝
本
清
治

チ

ー

ム

ワ

ー

ク

つ
て

い

っ
た

い
、

何

で

あ

ろ

う
。

皆

さ

ん

自

身

心

の
中

で

チ

ー

ム
ワ

ー

ク

つ
て

ど

う

い
う

も

の

で

あ

る

か

、

と

い
う

こ

と
を

考
え

、

す

で

に

覚

え

て

い
る

人

も

い
る

と

思

う

。

ぼ

く

自
身

、

心

の
中

で

え

が

い

た

チ

ー
ム

ワ

ー

ク
が

あ

る

。

そ

の

チ

ー

ム

が

今

の
長

後

の

陸
上

部

、

い
や

学

校

生
活

全

体

が

そ

れ

に
あ

て

は

ま

っ

て

い

な

い

と

思

う

。

そ

の

問

題
を

あ

げ

る

と

す

れ

ば

、第

一

に
、

い

っ
た

い
何

の

た

め

に

陸

上

競

技

の
練

澗

を

し

て

い
る

の

か

、
僕

に
は

わ

か

ら

な

く

な

る

と

き

が

あ

る

。

去

年

の
練

習

量

は

少

な

か

っ
た

。

し

か

し

チ

ー
ム

ワ

ー

ク
に

つ

い

て

は

わ

り

と

ま

と

ま

っ
て

い
た

と

思

う

。

と

こ

ろ

が

、

今

年

は

、

練
習

量

が

少

し

多

い
だ

け

な

の

に
チ

ー
ム

の

ま

と

ま

り

が

な

い
。

何

の

た

め

に

練

習

し

て

い
る

の

か

、

そ

の
こ

と

が

わ

か

ら

な

い
の

で

あ

る

。

’

第
二

に
、

自

分

が

陸

上

部

の

キ

ャ
プ

ー
テ

ン
を

や

っ
て

み

て

、

一
番

み

に

く

く

Ｉ
感

じ

た

こ
と

は
、

だ

れ

か

見

て

い
る

と

ま

じ

め

に
や

り

、
だ

れ

も

見

て

い
な

い

と

ど

う

で
も

い

い
と

い

う

、
か

げ

ひ

な

た

の

あ

る
態

度
を

取

る
人

が

見

ら

れ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
練
習
だ
け
じ

ゃ

な
く
、
仕
事

や
勉

強
で

も
同
じ
だ

。
僕

も
皆
と
同
じ

態
度
か
も
知
れ
な

い
が
、

で
き
る
だ
け
そ
の
よ
う
な
態

度
を

さ
け

て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

第
三

に
、
口
先
だ

け
で
実
行
力
が
な

い
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「

練
習
は
、
あ
ま
り
長
く
や
っ
て
ほ
し

く
な
い
。

」
と
い
う
意
見

が
で
て
、
そ

の
よ
う
に
決
ま
り
、
い
ざ
や
っ
て
み
る

と
短
か

い
練
習
で
さ
え
満
足

に
で
き
な

い
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ

ろ
％

そ
れ

に
、
大
の
悪

口
、
人

の
弱

み
に

つ
け
こ
む
こ
と
が
友
情
の
本
当
の
姿
な

ん
だ
ろ
う
か

。
ま
た
、
自
分
の
気
の
合

う
大
な
ら
仲
良
く
す
る
、
な

ど
が
友
情

な
ら

ば
、
悪

に
走

っ
た
場
合

、
友
情
と

い
え

る
だ
ろ

う
か

。
僕

に
は
、
練
習

の

時
の
そ
ん
な
友

情
は
み

に
く
く
て
し
か

た
が
な

い
の
で
あ
る
。

だ

か
ら
、
僕
が
思
ラ
友

情
は
、
練
習

を

い
っ
し

ょ
に
が
ん

ば
り
、
だ

れ
か
が

は
ず
れ
た
道
に
大
っ
た

ら
注

意
し
、
な

お
し

て
や

る
の
が
真

の
友

情
の
一

部
で

あ
り
、
真

の
練
習
だ
と
思
う

。

し

か
し
、
こ

の
一
部
で
さ
え
、
僕
た

ち

は
持
っ
て

い
な

い
の
で
は
な
か
ろ
う

か

。
だ

れ
か

一
人
で
も
こ

の
一
部
の
心

で

も
持
っ
て
い
れ

ば
、
そ

の
友

情
の
輪

を

広
げ

て
い
く
こ

と
が
出
来

る
と
思
う

し

、
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ

に
つ
な
が

る
と
思

う
。
そ
れ

に
よ

っ
て
チ

ー
ム
が

強
く
な

り
、
良

い
方

向
に
進

む
と
思

う

の
で
あ
る
。

第
四

に
、

自
分

勝
手
で
あ

る
と

い
う

こ
と
だ
。

た
と
え
ば
、
土
曜
日
、
日
曜
日
の
陸

上
競
技
の
練
習
の
時
間
を
知
っ
て
い
な

が
ら
、
遊
び
に
行
っ
て
し
ま
う
。
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
ど
う
で
も
い
い
、
と
い

う
考
え
な
ん
だ
ろ
う
。
指
導
す
る
人
の

身
に
な
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。
指
導
者
は
い
つ
も
声
を
は
り
上
げ

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
と

も
う
、
う
ん
ざ
り
し
て
し
ま
う
。

も
っ
と
あ
す
の
練
習
が
楽
し
い
も
の

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
僕
は
思
っ
て
い
る

の
で
あ
る
や

第
五
に
、
そ
の
結
果
が
大
会
な
ど
で

悪
い
面
に
表
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。な
ぜ
な
ら
、
会
場
に
い
け
ば
う
め
ぺ

だ
け
を
か
ざ
る
。
い
か
に
も
カ
ッ
コ
い

い
と
い
う
よ
う
に
、
で
も
、
そ
れ
は
最

初
の
う
ち
だ
け
で
、
選
手
が
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
走
っ
て
い
る
の
に
、
ほ
か

の
大
は
ふ
ざ
け
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
食

べ
た
り
す
る
。
こ
れ
が
自
分
勝
手
と
い

う
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
か
ら
先
生

方
に
注
意
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
、
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う

か
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と
ス
バ
ラ
シ
く

が
っ
ち
力
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
が
で
き

る
の
だ
ろ
う
か
。
僕
の
脳
裏
か
ら
日
夜

は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
に
、
陸
上

競
技
の
練
習
だ
け
じ
ゃ
な
く
日
常
生
活

そ
し
て
学
校
生
活
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
欠

け
る
点
が
多
い
。

！／。

日
常
生
活
、
学
校
生
活
と
も
に
遊
び

に
な
る
と
、
そ
の
み
だ
れ
が
す
ぐ
わ
か

る
。
男
子
は
女
子
を

遊
び
に
入
れ
た
が

ら
な

い
し
、
男
子
の
中
で
も
、
仲

の
良

い
者
だ
け
が
集
ま
り
、

き
ら

い
な
者
は

の
け
も

の
に
す
る
と

い
う
こ
と
で

あ
る

こ
ん

ど
は
、
学
校
生
活

の
中

の
特
に

勉
強
を
取
り
上

げ
て
み
よ

う
。

た
と
え
ば
、
わ
か
ら
な

い
問
題

、
理

解
の
で

き
に
く

い
も

の
が

あ
り
、

そ
れ

を

た
ず

ね
る
と
知
ら
な

い
そ

ぶ
り
を

す

る
。
な

に
も
答
え
を

教
え
て
く
れ
と
は

言

っ
て

い
な

い
の
に
、

そ
れ
で
い
て
仲

の
良

い
人
な
石
答
ま
で

教
え

る
と
い
う

の
は
、
何
か
へ
ん
蚕

感
じ

さ
え

す
る
の

で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
と
、
ま
だ

気
づ
か
ぬ
こ

と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
思

ｙ
凡

゛゙
こ

れ
ま
で
の
べ
た
こ
と
が
、
ぼ
く

自
身
の
心
の
中

で
の
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
の

設
計
図
と
も
言
え

る
も

の
で
あ
る

。

最
後

に
、
こ
れ
か
ら
い
っ
た
い
ど
の

よ
う
に
し

て
、
こ

の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
作

り
を
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
も
っ
と

み
ん
な

で
真

剣
に
考
え

て
い
こ
う
で
は

な

い
か
。

む
ろ
ん
僕

自
身

も
良
く

考
え
て
、
良

い
事

は
何
の
遠
慮

も
せ
ず
、

自
分

の
全

力
を
出

し

て
ぶ
つ
か
っ
て
ゆ
き
、
一
日

も
早
く

す
っ
き
り
し
た

気
持
の
良

い
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
作
り

、
卒
業

の
良

き
思

い
出
と
し
て
残
し

て
行

き
た

い
も
の
で

あ
る
。

後
輩

の
み
な
さ
ん
、
み
な

さ
ん

も
良

い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り

の
た

め
、
苦
楽

を
と
も
に
し

て
長
後
の
良

き
伝

統
を

築



き
上

げ
、
す
ば
ら
し

い
チ
ー

ム
が
出
来

真
の
友

情
が
生
ま
れ
る
様
に
皆
で
努
力

し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

中

学

生

と

は

磯
谷
中
二
年

田
中
場
子

中

学
生
と
は

い
っ
た

い
何
で
す
か

。

み
な

さ
ん

は
、

考
え

た
こ

と
が

あ
り
ま

す
か
。
私
は
こ

の
一
年
半

の
間
、
中

学

生
と
し

て
、
何
を

知
り
、

ど
ん
な
こ
と

を

や
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
。
話
に
聞

く
と
、
「
今

の
中

学
生
た
ら
、
親
さ
反

抗
ば
り
し
て
、

仕
事
ば
、
ふ
と
つ
も
し

Ｉ

ね
で
、
そ
れ
で
も
中

学
生
だ
Ｉ

と

い

っ
て
い
ま
す
。
で
は
中

学
生

は
、
覯

に

反
抗
も
で
き
な

い
し

、
仕
事
を
し
な
け

れ
ば
、
中

学
生
で
は
な

い
と
い
う
こ
と

に
な
る
で
し

ょ
う
か

。

ク
ラ
ブ
を

か
え

で
、
家

に
か
え

る
と

か
な
ら
ず
「
今

の
中

学
生
は
、
こ
た
ら

に
お
そ
く
ま
で

学
校
に
い
で
、
あ
そ
ん

じ

ゃ
ん
で
ね
な

‘
と
く
ち
ぐ
せ

に
い
わ

れ
る
。
「
卓
球

や
っ
て
き
た
も
の
ヽ

と

い
う
と
「

ま
だ

親
に
反
抗
し
た
し

‘
と

い
つ
も
い
わ
れ
る
。
休
み

の
時
、

ク
ラ

ブ
を

や
る
た
め
学
校
に
出

る
と
、
毋
は

「

休
み
ぐ

ら
い
家
の
手
伝
を
や

っ
た
ら

’

い
い
べ
な
「

と
、
私

に
し

つ
こ
く

い
い

ま
す
。
私
は
、
「
そ
う
し
た
ら
、
私
さ

し

ゃ
べ
ね
で
、
先
生

さ
し

ゃ
べ
た
ら

い

い

ん

で

ね

た
に
、
と

い

う

と

、

母

は

、

す

ぐ

だ

ま

っ

て

し

ま

い

ま

す

。

こ

ん

な

こ

と

が

あ

り

ま

し

た

。

私

の

い

と

こ

の

中

学

生

が

、

自

転

車

に

小

さ

な

子

ど

も

を

の

せ

て

、

自

転

車

が

た

お

れ

、

子

ど

も

に

け

が

を

さ

せ

て

し

ま

い

ま

し

た

。

す

る

と

子

ど

も

の

母

親

が

、

「

中

学

生

は

小

さ

な

子

ど

も

を

あ

そ

び

は

ん

ぶ

ん

で

自

転

車

に

の

せ

て

、

し

か

も

子

ど

も

に

け

が

を

さ

せ

る

な

ん

て

、

そ

れ

で

も

中

学

生

な

の

に

と

ひ

ど

く

し

か

ら

れ

て

い

た

こ

と

が

あ

っ

た

そ

う

で

す

。

私

も

、

中

学

生

の

一

人

で

す

。

私

の

考

え

る

中

学

生

は

、

「

こ

ん

な

こ

と

が

な

ん

だ

」

と

力

強

く

こ

と

に

よ

っ

て

は

、

覯

に

も

反

抗

し

、

先

生

に

も

む

か

っ

て

い

く

く

ら

い

の

勇

気

の

あ

る

人

が

、

ぼ

ん

ら

い

の

姿

だ

と

思

い

ま

す

。

み

な

さ

ん

は

、

ど

の

よ

う

に

考

え

て

い

ま

す

か

。

私

は

、

こ

の

一

年

半

の

間

、

ひ

と

に

た

よ

り

な

が

ら

く

ら

し

て

き

た

み

た

い

に

思

え

て

な

り

ま

せ

ん

。

時

に

は

、

仕

－

－－
－
－
－－
－

Ｉ

事

を

な

ま

け

、

ク

巨

ブ

に

も

ゆ

か

ず

、

１

時

に

は

先

生

に

も

し

か

ら

れ

、

生

徒

ど

う

し

で

け

ん

か

を

し

た

こ

と

も

な

ん

ど

か

あ

り

ま

し

た

。

で

も

こ

ん

な

時

に

、

勇

気

を

だ

し

て

、

堂

々

と

胸

で

ぶ

つ
か

っ

て

こ

そ

、

ほ

ん

ら

い

の

中

学

生

な

の

だ

と

思

い

ま

す

。

し

か

し

、

中

に

は

内

気

で

弱

い

面

の

人

も

た

く

さ

ん

み

ら

れ

ま

す

。

そ

れ

は

、

「

自

分

自

身

に

ま

け

、
る
」

「

自

分

が

信

じ

ら

れ

な

く

な

る
」
１１１

「

何

事

に

も

堂

々

と

ぶ

つ
か

っ

て

い

く

こ

と

が

こ

わ

い

と

思

っ

て

い

び

人

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

こ

う

い

う

人

た

ち

が

い
る
か
ら
、
中
学
生
は
だ
ら
し
が
な
い

ふ
ま
じ
め
だ
と
親
や
先
生
方
に
い
わ
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
つ
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
登
校
下

校
の
買
い
食
い
も
そ
う
で
す
。
食
べ
て

い
る
方
は
へ
い
き
で
歩
き
な
が
ら
食
べ

て
い
る
が
、
見
て
い
る
方
は
、
注
意
す

る
と
口
を
か
え
さ
れ
る
の
が
こ
わ
く
て

注
意
も
で
き
な
い
。
だ
か
ら
、
ま
も
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
ま
も
ら

れ
ま
せ
ん
。
自
転
車
の
二
人
乗
り
、
服

装
の
乱
れ
な
ど
も
そ
の
一
つ
で
す
。
こ

う
い
う
こ
と
を
改
善
し
、
規
律
正
し
い

生
活
を
し
て
い
く
た
め
に
、
中
学
生
ひ

と
り
ひ
と
り
で
注
意
し
努
力
し
て
い
く

こ
と
が
大
変
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
中

学
生
生
活
は
、
団
体
生
活
だ
か
ら
、
一

人
一
人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
同
じ
中
学

生
と
し
て
、
友
人
と
し
て
お
互
に
恊
し

友
だ
ち
の
苦
し
み
を
、
み
ん
な
で
わ
け

合
い
助
け
合
っ
て
こ
そ
、
り
っ
ぱ
な
中

学
生
が
生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
の
、
残
り
す
く
な
い

中
学
校
生
活
を
、
ゆ
う
い
ぎ
に
過
ご
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ

れ
が
実
行
さ
れ
充
実
し
た
も
の
に
な
る

ま
で
に
、
中
学
校
生
活
が
終
わ
っ
て
し

ま
い
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。
最
後
に
一

言
、
私
た
ち
現
在
中
学
生
と
し
て
、
毎

日
学
習
に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。
大
人
や

社
会
に
期
待
の
目
で
み
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
今
一
度
親
た
ち
は
、
中
学

生
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
た
ず
ね
て
み

た
い
と
思
う
の
で
す
。

保

健

婦

だ

よ

り

成

人

病

を

防

ぐ

食

生

活

「
病
は

口
か
ら

」
と

い
う
言
葉
は
、

消
化
器
の
伝
染
病
を
防
ぐ
た

め
に
『
食

べ
物
を
清
潔
に

』
と

い
う
、
戒
め
で
す

も

っ
と
広
く
考
え
れ
ば
、
病
気
を
な
く

し

、
健
康
な
生
活
を
す
る
た
め
に
は
栄

養
に
気
を

つ
け
る
こ
と
が
、
き
め
手
だ

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
く
に
高

血
圧
、

心
臓
病
、

脳
卒
中

、
糖
尿

病
な

ど
、
成
人
病

と
呼

ば
れ
る
も
の
は
年
を

と

る
に
つ
れ

て
多
く
な

る
と

い
う
よ
り

若

い
時
か
ら

の
生
活
態
度
に
か
か

っ
て

い
る
の
で
す
。
食
生
活
が
豊
か

に
な

っ

て
、
過
食
や
美
食
す

る
人
が

ふ
え
て
き

ま
し
た
が
、
栄
養

の
バ

ラ
ン
ス
と

い
う

点

で
は
不
満
足
で

、
成
人
病

の
つ
け

い

る
危
険
性
を

多
分

に
も

っ
て

い
ま
す

。

現
代
人

の
長
寿
を
は

ば
む
最
大

の
壁
は

成
人
病
だ
と

い
わ

れ
て
い
ま
す

。
こ

の

成
人
病

の
予
防

に
あ
た

っ
て
は
、
や
は

り
食
生
活
改
善
と

い
う
こ
と
が
ま
ず
第

一
番

に
と
り
あ
げ
ら
れ

る
べ
き
で
す
。

そ

の
証
拠

に
、
事

故
や
、
け
が
以
外

の

い
わ

ゆ
る
病
気

に
か
か

っ
て

い
る
人
の

七
〇
％

は
、
食
事

の
欠
陥
か
ら
起
こ

っ

て

い
る
と

い
わ
れ

て
い
ま
す

。
と
か
く

食
事
は

お
い
し

さ
と
経

済
を
中

心
に
考

え

が
ち

で
す
が
、
そ
の
ま
え
に
、
食
事

は

体
を

養
う
も
と
に
な

る
の
だ

と
い
う

認
識
を

も
う
一
度
新
し

く
し

て
い
た
だ

き
た
い
も
り
で
す
。
食

生
活
で
腹

八
分

目
を
常
に
守
り
、
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。
朝
食
を
ぬ
い

た
り
、
朝
と
昼
は
簡
単
に
し
て
晩
に
た

く
さ
ん
と
い
ラ
食
べ
方
や
間
食
や
夜
食

は
か
え
っ
て
太
り
す
ぎ
を
招
き
ま
す
。

肥
満
を
さ
け
る
た
め
の
食
事
と
し
て
は

ひ
ら
め
や
か
れ
い
の
よ
う
な
白
味
の
魚

や
、
脂
肪
の
少
な
い
肉
卵
、
豆
腐
や
牛

乳
、
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
な
ど
、
体
の
組
織

を
作
り
か
え
で
く
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
源

は
、
む
し
ろ
多
め
に
食
べ
る
よ
う
に
す

べ
き
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の

多
い
緑
黄
野
菜
や
果
物
、
海
草
な
ど
も

充
分
に
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
脂
肪
と
し
蚤

籘

さ
れ
や
す
い
穀

類
や
甘
い
菓
子
類
、
砂
糖
な
ど
の
過
食

は
さ
け
る
と
と
も
に
、
塩
か
ら
い
食
物

は
ひ
か
え
る
こ
と
で
す
。
食
塩
の
と
り

過
ぎ
は
血
圧
を
上
げ
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
献
立
の
形
態
で
は
、
夕
食
で
お
か

ず
が
四
種
類
の
場
合
は
、
そ
の
一
つ
は

酢
味
の
も
の
に
す
る
と
、
食
塩
の
と
り

方
が
自
然
と
少
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た

大
豆
油
や
ゴ
マ
油
、
菜
種
油
の
よ
う
な

植
聊
性
油
は
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立

ち
ま
す
。
サ
ラ
ダ
を
作
っ
た
り
、
揚
げ

も
の
や
い
た
め
も
の
な
ど
で
植
物
油
は

豊
富
に
と
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
し
ょ

う
、
か
ら
し
、
わ
さ
び
な
ど
、
刺
激
の

強
い
調
味
料
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な

ど
は
感
心
し
ま
せ
ん
。
酒
、
た
ば
こ
、

緑
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
嗜
好
品
は
飲

ま
な
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
気
分
転
換
に
飲
む
程
度
な
ら
さ
し



つ
か
え

あ
り
ま
せ
ん

。
便
通

も
一
日
一

回

は
あ
る
よ

う
に
す
る
な

ど
、
生

活
を

整
理
し

て
過

労
や
精
神

的
緊
張

が
続
か

な

い
よ

う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
睡
眠

と

休
養
を
充
分

に
と

る
こ

と
と
、
年

令
と

体
力

に
見
合

っ
た
適
度

の
運
動
（
健
康

診
断
が

必
要

）
を
す

る
こ
と
で
す

。

保

険

診

療

を

正

し

く

一
健
康
保
険
や
日
雇
労
働
者
健
康
保
険

Ｆ
―ｆは

、
被
保
険
者
や
そ
の
家
族
の
人
た
ち

が
、
病
気
に
な
っ
た
り
、
業
務
外
の
理

由
で
け
が
を
し

た
と
き
に
、
一
度
に
多

額
の
医
療

費
を

負
担
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
被

保
険
者

と
事
業

主
が
平

常
か

ら

保
険
料
を
出
し

あ
っ
て
医

療
費
の
支

払

い
に

あ
て

る
こ

と
を

主
な
目

的
と
し

て

い
る
制

度
で
す

。
と
こ
ろ

が
こ

れ
ら

の
制
度
は
医
療

費
の
支
出

が
著
し

く
ふ

え
た
こ
と
か
ら
深

刻
な
財
政
危

機
に
直

面
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
危
機
の
打

開
策
に
つ
い

て
は
、
政
府
も

い
ろ

い
ろ
検
討
を
重
ね

て
い
。ま
す

。
被
保
険
者
や
そ
の
家

族
の

み

な
さ
ん

も
保
険
診
療
を
受
け

る
に
あ

た
っ
て
は
、
次
の
こ
と
を
と
く
に

心

に
と
め
て

い
た
だ
き
、
正

し

い
保
険
診

療
を

受
け
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
い

た
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

『

保
険
で
受
診
す
る
際
は
被
保
険
者

証
（
「

保
険
証
」
、）
を
必
ず
病

院
、

診

療
所

の
窓
口
へ

提
出
し
ま
し

ょ
う

。

二

、
初
診

時
な
ど
の

一
部
負
金
は
、
必

ず
支
払

い
ま
し
ょ
う
。

三
、
受
診

に
あ
た

Ｉ

は
、
注
射
や
薬

の
注
文
は
や

め
、
医

師
の
指
示
に
従

い
ま
し

ょ
う

。

四
、
仕
事
上
で

の
病
気

や
け

が
は
、
健

康
保
険
や
日
雇

労
働
者
健
康
保
険
の

診
療
の
対
象

と
さ
れ

ま
せ
ん
。
労
働

者
災
害
補
償

保
険
法

な
り
労
働
基
準

法
の
対
象

と
な

る
も

の
で

す
か
ら
注

意
し
ま
し

ょ
う

。

五
、

い
ぼ
、
肌
あ
れ
、

に
き
び
、
あ
ざ

な

ど
と
く

に
仕

事
や
日

常
生
活
に
さ

し
さ
わ
り

の
な

い
も

の
は
、
保
険
で

は
病
気
あ
つ
か

い
に
さ
れ
ま

せ
ん

。

ま
た
、
隆

鼻
術
な

ど
美
容
上

の
目

的
で
行
な

わ
れ

る
整
形

手
術
や
普
通

の
健

康
診
断
、
正

常
な
妊

娠
や
正

常

な
分

べ
ん
は
、

保
険

で
は
受
診
で
き

ま
せ
ん
の
で
注

意
し

ま
し

ょ
う
。

六
、
疲

労
回
復
や

病
気

の
予

防
の
た
め

に
栄

養
剤
な

ど
を
受

け
る
こ
と
は
、

保
険
で
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し

七
、
受
診
が
終
わ
っ
た

ら
被

保
険
者
証

に
診
療
内
容
の
記
録
を
し
て

も
ら
い

被
保
険
者
証
は
必
ず
も
ら

い
う

け
て

帰
り
ま
し
ょ
う
Ｏ

八

、
み
だ
り
に
病
院
や
診
療
所
を

転

夕

と
変
え
る
こ
と
は
、
医
療

費
の

ム
ダ

に
な
り
ま
す
か
ら
や
め
ま
し

ょ
う
。

九
、
病
気
や
け
が
、
分

べ
ん
な

ど
の
た

め
保
険
医

や
意
見

書
や
証

明
書
を
発

行
し
て
も
ら
う
と
き
は
そ
の
内

容
に

‐

注
文
を
つ
け
る
こ
と
は
や

め
ま
し

よ

十
、
病
気
や
け
が
が
自
動

車
事

故
な
ど

第
三

者
の
行
為

に
よ
っ
て
生
じ
た
場

合

に
は
必
ず
近
く
の
社
会

保
険
事
務

。所
に
届
け
出
し
ま
し
よ
う
。

個

人

事

業

税

の

申

告

手

続

き

が

変

り

ま

す

事
業
所
得
者
で
、
所
得
税
を
納

め
て
込

い
人
で
も
「

住
民
税
の

申
告
書
を

提
出

す
れ
ば
、
個
人
事
業
税
の

申
告
が
あ
っ

た
も
の
と
み
な
さ
れ

る
」
こ

と
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
現

在
の
所
得
税

の
申
告

一

本
化
に
加
え
て
、
四

十
七
年

度
の
地
方

税
法
の
改
正

に
よ
り
、

申
告
手
続

き
が

さ
ら
に
簡
素
化
さ
れ

た
も
の

で
、
四

十

七
年
所

得
分
の

申
告
か

ら
適
用

さ
れ
ま

す
。
し

た
が
っ
て

、
所

得
税

の
確
定
申

告
書
ま
た
は
住
民
税
の

申
告
書
を

提
出

し

た
場
合
は

、
個
人
事
業
税
の

申
告
譛
ヽ

を
出

さ
な
く

と
も
よ

い
こ

と
に
な

っ
た

わ
け
で
す

。

‐
た
だ
、
こ

の
申

告
制

度
の

改
正

に
よ

り
、
住

民
税
の
申
告

書
仁
’「
事
業
税

に

関
す

る
事
項
の
説
明
書
き
に
注
意

ざ
れ

‐

該
当
す

る
場
合
は
も
れ
な
く
記
載
す

る

よ
う

に
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
こ

と
に

つ
い
て
、

ご
不

明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

民
生

相
談
課
税
務
係
ま
た
は
県
税
事
務
所

に

お
問
合

せ
く
だ

さ
い
。

税

金

な

ど

の

一一

‐‐

払

込

は

下

信

ヘ

ー・

納

付
組
織

に
加

人
し
ま
し

メ
つ

參
国
民
年
金
を
手
軽
に
納
め
る
に
は
參

皆
さ
ん
は

ど
ん
な
方

法
で
国
良
年

金

の
か
け
金
を
納
め
て

い
ま
す

か
。

。‘

役
場
の
窓
口
で
納
め
て

い
る
人
、
納

付
組
織

に
入

っ
て
納

め
て
い
る
人
、
な

ど
さ
ま

ざ
ま
だ
と
思

い
ま
す
が
、

つ
い

忙
し

さ
の
た

め
に
納

め
忘
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん

か
。

納
め
忘

れ
て
い
ま
す
と
、
交
通
事
故

な

ど
で
大
ヶ

ガ
を

し
た
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
り
し

た
場
合

に
支
給
さ
れ
る
年
金

が
う
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う

に
、

国

民
年
金

の
か
け
金
を

い
つ
も
き
ち
ん

き
ち
ん
と
納
め
る
た
め
に
、
納
税
組
合

や
婦
人
会
、
部
落
会
な
ど
で
、
集
金
し

て
納
め
て
く
れ
る
、
国
民
年
金
納
付
組

織
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
組
織
に
加
入
し
て
納
め
る
の
が

一
番
便
利
で
す
。

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
そ
の

組
織
の
代
表
者
に
申
し
出
て
加
入
し
ま

ま
た
、
こ
う
い
う
組
織
に
入
り
た
い

が
、
ど
こ
に
そ
う
い
う
組
織
が
あ
る
の

か
分
ら
な
い
人
は
、
民
生
相
談
課
年
金

係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

国民年金納付代表者氏名



段
階
実
施
に
よ
る
拡
大
児
童
手
当

－

四
月

か
ら
支
給
－

昨
年
一
月
か
ら
実
施
（
第
一
次

段
階

実
施

）
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
児
童
手
当

制
度
が
、
今
年
四

月
か
ら
（
第
二

次
段

階
実
施

）
年
令
が
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が

っ
て
こ
の
手
当
を
受
け
ら
れ
る

人
は
早
め
に
手
続
き
を
済
せ
て
下

さ
い
。、

こ
の
制
度
の
概
要

を
問
答
式
で
説
明

し
ま
す
。

問

一

ど
う

い
う

人
が
児

童
手
当
を
受

け
ら
れ
る
の
で
す

か
。

答

大

ま
か
に
い
っ
て
、
次
の
要

件

を
そ
な
い
て

い
る
人

が
受
け
ら
れ

ま
す

。

巾

日
本
国

民
で

あ
る
こ

と
。

閙

日
本
国
内

に
住
所

が
あ
る
こ
と
。。

③

そ
の
人

が
義
務
教
育

終
了

前
の

児
童
を

含
め
て
十
八

才
未
満

の
児

童
を
三
人
以
上

養
育
し

て
い
る
こ

㈲

そ
の
人
の
所
得

が
一

定
額
（
昭

和
四

十
六
年
分
の
所
得

が
、
百
二

十
二

万
二
千
円
に
扶
養
親
族
一
人

に

つ
き
十
三
万
五
千
円
加
算
し
た

額

）
以
下

で
あ

る
こ
と

。

問
二

あ

る
都
合

で
他
人
の
子
ど
も
を

養
育
し

て
い
る
場
合

は

ど
う
な
り

ま
す

か
。

答

他
人

の
子

ど
も
で
も
、
差
し
支

え

あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
の
子

ど
も

他
人

の
子
ど
も
を
合

せ
て
三

人
以

上

の
と
き

に
支
給
を

受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た

、
国

籍
は
問

い
ま
せ
ん
（

子

ど
も

）
。

問
三

手
当
の
金
額
な

ど
に
つ
い
て
教

え

て
下

さ

い
。

答

養
育
し
て

い
る
子

ど
も

の
う
ち

三

人
目
か
ら
一
人
に

つ
き
月
額
三

千
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し

支
給
の
対
象
と
な
る
子

ど
も
は

義

務
教
育
終
了

前
の
子

ど
も
に
限
ら

れ

ま
す
。
な
お
、
こ
の
制
度
は
多

額
の

費
用
を

必
要
と
し
ま
す
の
で

次
の
よ
う

に
段
階
的
に
実
施
さ
れ

て

お
り

ま
す

。

゛

゛

第
一
次

。
’

昭
和
四

十
七
年
一
月
か
ら
の
支
給

対
象
は
、
昭
和
四
十
二
年
一
月
二
日

以
後
に
生
ま
れ
た
、
五
才
未
満

の
児

童

…
…

第
二

次

’
ｊ

’
―
”

＼

昭
和
四
十
八
年
四
月

か
ら
の
支
衿

対
象

は
、
昭
和
三

十
八

年
四

月
二

日

以
後

に
生

ま
れ
た
十
才
未
満
の
児
童

問
四

受
給

手
続

き
を

教
え

て
下

さ
い

答

居
住

地
の
市
町

村
長
に
認
定
請

求

書
又

は
、
額

改
定
届

書
を

提
出

し
て
認

定
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
用
紙
は

、
役
場
で

用
意

し
て
受
付
を

開
始
し
て

い
ま
す
。

以
上

概
略
を
説
明
し
ま
し

た
が
、
現

在
十
八

才
未
満
の
児
童
三
人
以
上

養
育

し

て
い
る
場
合

で

、
四

月
一
日
か

ら
、

年

令
引
上

げ
に
よ
り
新
た
に
該
当
す

る

場
合

、
ま
た
は
、
ｆ

公

給
中
で

該
当

者
が
増
え
る
場
合
は
、
至
急
手
続
を
し

な
け
れ
ば
四
月
分
が
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

（
民
生
相
談
課
）

納
税
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
に

石
黒

操
君
ら
二
名
入
賞

県
納
税
貯
畜
組
合
連
合
会
で
毎
年
、

納
税
に
対
し
て
の
考
え
を
高
め
る
た
め

児
童
生
徒
を
対
象
に
、
納
税
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ

の
ほ
ど
昭
和
四
十
七
年
の
入
賞
者
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
原
田
小

学
校
か
ら
ポ
ス
タ
ー
の
部
に
四
点
、
書

道
の
部
に
五
点
が
出
品
さ
れ
、
ポ
ス
タ

ー
（
小
字
校
の
部
）
で
。
石
黒
操
君
が

一
位
に
、
木
部
光
彦
君
が
三
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。
書
道
（
小
学
校
の
部
）
で

布
施
繁
樹
君
が
佳
作
に
入
賞
し
ま
し
た

お

わ

び

広
報
新
年
号
で
一

部
あ
や
ま
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
訂
正

し
て

お
わ
び
し

ま
す
。

訂
正

箇
所

誤

正

「

老
人
医

療
が
無

丶

丶

料
に
な

り
ま
す
の
か

称

対

象

手
続
の
２

の
欄
中

副
会

長

副
議

長

謹
賀
新
年

の
欄
中

頑

武

霎

周
武

９
水
介
男

吉
永
价
男

議
会

議
長
の
新
年

の
あ
い
さ
つ
の
欄

悟

覚

悟

中

一

村
政
の
窓
口

二

日

名
刺
交
換
会

五

日

佐
井

村
消
防
団
出
初
式

七

日

大
工

組
合

総
会

十

日

議
員
協
議
会

十
二
日

家
庭
健
康
大
学

十
五
日

成
人
式

十
六
日

納
貯

連
理
事
会

出
稼
対

策
協
議
会

理
事
会

十
七
日

農
業
委
員
会

総
会

十
九
日

家
庭
健
康
大
学

こ

よ
み
と
行
事

六

日

ゴ
ミ
回
収

九

日

ゴ
ミ
回
収

十
一

日

建
国
記

念
日

十
二

日

ゴ
ミ
回
収

十
五

日

野
平
地
区

冬
期
巡

回
診
療

ゴ
ミ
回
収

（
予

定
）

十
八

日

ゴ
ミ
回
収

二

十
一
日

ゴ
ミ
回
収

二

十
四

日

ゴ
ミ
回
収

二

十
七

日

妊
婦
検
診
、

ゴ
ミ
回
収

三

月
一
日

全
国

緑
化
運
動

三

日

ゴ
ミ
回
収
・
ひ
な
祭

六

日
ゴ
ミ
回
収

戸

籍

の

窓

口

十
二

月
二

十
八
日

現

在

○

お
誕
生

お
め
で

と
う

柳
田

修
（
清
春
）
福
浦

大
坂

丈

晴
（
守
雄

）
長
後

佐
々
木

光
子
（
忠
衛

）
古
佐
井

中
抃

誠
（
春
雄

）
古
佐
井

米
ぷ

勉
（
一
豊

）
原
Ⅲ

大
石

。
ぐ
み
（

寛
）
長
後

葛

西

昭

則

（

昭

二

大

佐

井

○

‐Ｊ
Ｊ

七

結

婚

お

め

で

と

う

横

浜

武

弘

（

磯

谷

）

（

小

森

ひ

ろ

子

（

日

立

市

）

兪
内

光

雄

（

浪

岡

町

）

（
山

崎

優

子

（
大

佐

井

゛

平

茂

樹

（

花

巻

市

）

（
樋

口

真

記

枝

実

佐

井

紙

谷

誠

昭

（

音

更

町

）

（
中

村

聖

子

（

矢

越

）

（
中

川

良

一

余

樽

市

）

松

本

キ

ヌ

（

原

田

）

横

浜

仁

（

磯

谷

）

（

能

渡

志

保

子

（

風

間

浦
村

）

大

野

伴

勝

（

川

越

市

）

（
木

田

ぬ

い
子

＾
大

佐

昔

＾
高

坂

恒

隆

（
平

館

村

）

宮

川

由

美

子

（

矢

越

渋

田

栄

司

（
古

佐
井
一

（

佐

賀

よ

し

筈

佐

井

（

細

川

正

（

太

田
町

）

館

脇

隆

子

（
矢

越

）

石

田

豪

（

岩
木

町

）

（
田

中

チ

ヱ
子

（

福

浦

）

丹

堵

治

（
函

館
市

）

（
宮

野

敏
子

（
古

佐

井

）

（
佐

藤

信

夫

（
原

田

）

山

崎

小

夜

子

（

六
ヶ

所

村

）

○
こ
遡
沽

お
く
や
み

嘩
し

ま
す

岡
村

だ
け
の

（
龍
三

）
古
佐
井

竹
内

要
次
郎
（
ヶ
イ

）
牛
滝

横
浜

み
ゑ
（
佐
一
郎

）
古
佐
井

長
島

た
け

（

力
雄

）
大
佐
井

新
田

慶
太
郎
（
さ
ん

）
古
佐
井
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